
議案第2006号

相馬都市計画区域、鹿島都市計画

区域、原町都市計画区域及び小高

都市計画区域の変更について
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資料１

◆都市計画区域は、本県の７つの生活圏を基本としたうえで、経済活動など都市圏
域の実態を検証しながら、適切な指定及び見直し・再編を図るべき。

◆市町村合併の進行による行政区域の拡大やモータリゼーションの進展等による都
市圏域等の拡大を踏まえれば、本県都市計画区域はより広域的に再編されるべき。

◆そのうえで、将来的に開発・整備計画等が見込めず、都市的土地利用が想定され
ない場合には、必要に応じ都市計画区域の見直しを検討すべき。

１ 都市計画区域再編のあり方

■基本的な考え方 「新たな都市政策のあり方」についての答申(福島県都市計画審議会(H20.3)）より

■都市計画区域を指定する４つの視点

１ 社会的・経済的な一体性 （例：同一の広域行政組合に属している など）

２ 土地利用の状況 （例：地形が平地で連続している など）

３ 主要な交通施設の設置状況 （例：高速道路・国道、新幹線・鉄道で繋がっている など）

４ 通勤・通学等の日常生活圏 （例：通勤・通学、買物、通院など人口流動がある など）

◆『都市計画区域の指定範囲は、市町村の行政区域にとらわれず、次の４つの視点
から総合的に判断し、現在及び将来の都市活動に必要な土地や施設が相当程度そ
の中で充足できる範囲を、実質上一体の都市として整備、開発及び保全する必要の
ある区域として指定する。』

都市計画運用指針（国土交通省）より
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◆44市町村 33都市計画区域

非線引き都市計画区域(29) 線引き都市計画区域(4)
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２ 都市計画区域再編前 33区域
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【非線引き都市計画区域(14)】

【線引き都市計画区域(4)】

（再編）県南、棚倉、塙
→県南都市計画区域

（再編）田島、伊南
→南会津都市計画区域

（再編）三春、田村東、常葉、船引
→三春・田村・小野都市計画区域

都市計画区域の見直し凡例

今回再編

（再編）二本松、本宮、岩
代都市計画区域
→二本松本宮都市計画区域

（再編）相馬、鹿島、原町
、小高
→相馬地方都市計画区域

（再編）浪江、双葉、
富岡、広野楢葉

→(仮称)相双南都市計画
区域

（再編）会津坂下、塩川(湯川村)
→会津坂下都市計画区域

（再編）喜多方、塩川(旧塩川町)
→喜多方都市計画区域

再編済み 次回変更

３ 都市計画区域再編案 18区域
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相馬の拡大



◆相馬都市計画区域を拡大。

変更前 変更後 増減

16,620
(ha)

16,651
(ha)

31
(ha)

変更理由

拡大する地区は、ふ頭用地、工

業用地、危険物取扱施設用地と

して利用するため、福島県が公有

水面を埋め立てた土地であり、背

後の相馬中核工業団地も含めて

エネルギー拠点としての整備が

計画されていることから、一体の

都市として総合的に整備、開発及

び保全を図るため、都市計画区

域を拡大する。

相馬都市計画区域
(16,620ha)

鹿島都市計画区域
(6.049ha)

相馬港３、４号ふ頭
+31ha

相馬福島道路

松川浦

常磐自動車道

新地町役場

相馬市役所

４ 相馬地方都市計画区域（拡大）
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JR常磐線

国道6号

国道115号

国道113号

◆相馬、鹿島、原町及び小高都市計画区域を統合。

現行 案
相馬地方都市計画区域相馬、鹿島、原町、小高都市計画区域

５ 相馬地方都市計画区域（統合）
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６ 相馬地方都市計画区域図
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南相馬市

相馬市

新地町

飯舘村

丸森町

31ha

６ 相馬地方都市計画区域図
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南相馬市

浪江町

飯舘村

川俣町



議案第2007号

相馬地方都市計画区域の整備、開発

及び保全の方針の変更について
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素案に反映

都市計画審議会都市計画決定手続き

平成
29
年度

専門小委員会
平成
28
年度

平成
30
年度

第176回

第12回

第13回

区域マスタープラン（原案）

国等
との
調整

法定協議

第179回

区域マスタープラン（素案）市町
との
調整

都市計画決定

いわきについては、区域区分見直しに係る調整が整い次第、法定手続きを
進め、平成30年度前期での都市計画決定を目指す。

第177回

第178回

報告

報告

パブリックコメント
結果報告

公聴会

公告・縦覧
結果報告

協議申出 諮問・答申

１ 都市計画決定手続きのスケジュール

国等
との
調整

法定
手続き

都市計画決定

事前
協議

相馬地方

市
との
調整

いわき
（区域区分）
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２ 経緯

○ 平成19年度 「新たな都市政策のあり方」答申 （H20.3県都市計画審議会）

○ 平成20年度 「新しい時代に対応した都市づくりビジョン」策定（H21.3福島県）

〇 平成27年度 「浜通りの都市づくりの基本方針」策定（H28.1福島県）

◆基本理念
都市と田園地域等の共生

◇基本方針
○都市と田園地域等が共生する都市づくり
○地域特性に応じたコンパクトな都市づくり
○ひと・まち・くるまが共生する都市づくり

新しい時代に対応した都市づくりビジョン（H21.3）

○安全で安心な暮らしを支え、人と人をつなぎ復興をリードする
都市づくり（H28.1追加）
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３ 見直しの概要

○ 都市計画区域の再編に伴い、４つの区域マスタープランを１つに統合。

○ 都市づくりの理念※について、復興に関する項目を加え、住民によりわか
りやすい構成及び表現へ見直し。

現行

①大規模な地形の形質変更に対する考え方

②隣接市町村との空間的結びつきの考え方

③自然環境の保全に対する価値観

④人口配置の考え方

⑤市街地の適正規模に関する考え方

⑥農地・農業に関する考え方

⑦土地利用整序の考え方

⑧都市防災（市民のリスク分担）の考え方

⑨都市施設の整備・配置に関して基となる考え方

※都市づくりの理念に係る変更
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変更（案）

①緑豊かな自然環境や田園地域等の保全

②安全で安心できるまちづくりの推進

③生活圏の広域化に対応した交流と連携のネット
ワークづくり

④コミュニティの維持・再生に配慮したまちづくり
の推進

⑤魅力とにぎわいのある中心核と産業基盤の形
成

⑥環境負荷の少ない低炭素型のまちづくりの推
進

⑦住民の暮らしを支える都市施設の整備

⑧復興をリードするまちづくりの推進

⑨拠点とネットワークにより支える持続可能でコン
パクトなまちづくりの推進

浜通りでは復興に関する項目を
追加

７
つ
の
項
目
に
見
直
し



４ 第176回都市計画審議会(H29.3.21)
における主な意見と対応
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【主な意見と対応】

●浜通りに現在差し迫っている問題（人員不足、医療介護体制の脆弱性）を解決
していけるような都市計画区域マスタープランにしてほしい。
⇒住民懇談会及び住民アンケートで得られた地域の課題を踏まえ、安全で安心な暮ら

しができる都市づくりを目指したマスタープランを作成している。

●原子力発電所に代わる福島県のエネルギー政策の考えを示す必要がある。
⇒木質バイオマスや太陽光発電などの再生可能エネルギーの有効利用や地産地消を

進めていくことを理念⑥において記載している。

●作業員に対する不安がある中で、住民と作業員の共生について考えてもらい
たい。
⇒労働者や新規移住者の受入れに当たっては、地域コミュニティの再生・強化を目指し

た都市づくりを推進することとしており、理念⑧において記載している。

５ 第13回都市政策推進専門小委員会(H29.9.1)での討議内容

●都市計画区域マスタープラン素案について、表現の精査や公表に向けての
あり方について意見をいただいた。

●都市計画区域マスタープランの見直しに係る小委員会は今回で終了となるこ
とを確認した。

【パブリックコメントの結果】
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＜パブリックコメント（7/14～8/14）における意見提出件数： １通 ４１件＞
相馬地方：１９件、いわき：２２件（内、相馬地方・いわき共通意見：７件）

【主な意見と対応】
〇先人たちの施策を学ぶとともに、生活を豊かにするための施策、自然災害に打ち勝つた
めの施策、高度なICT技術などの先駆的な技術の活用を取り入れた内容にすべき
⇒指摘のあった施策については、都市計画区域の理念の中で記載済み

〇車社会からの脱皮の検討（相馬地方都市計画区域）
⇒都市施設の整備の決定方針において、「利用しやすい交通体系の確立や過度な自動車依存の抑
制を図る」という形で記載済み

〇公園、緑地の利用計画や自然災害発生時の受け皿の検討（相馬地方都市計画区域）
⇒主要な公園緑地の配置方針において、公園整備や防災公園の機能強化を図ることを記載済み

指摘のあった意見については、現行の記載内容で読み込むことができることから、変更は行わない。

●パブリックコメント結果の報告を行い、意見への対応等について丁寧に戻し
てほしいとの意見をいただいた。


